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甘藷澱粉価の 簡易測定法 水 分 を測定 し て 澱粉価を推定 す る方法の 検討

　　　　　　　前 沢 辰 雄 ・大久保 増太 郎 ・阜 川 幸 男　（千 葉県 農業試験場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　智

　甘藷の 乾物量 （又は水分） と澱粉価 若 し くは 澱粉含有 量 との maicは ，高 い 相閼 々 係が あ る こ と は 従来か ら認 め

られ て い る．例 えば平間 b
， 入川氏

1）等 の 報告が あり，繁村氏
：s）は乾物量 と澱粉価 の 間 に 95，6％ の 相関を認 め ，

乾 物 量 x と澱粉価 y との 間に y£ 3，4865 ＋ O・4217x ＋ O．0072x2 な る関係式 を 与え た ．著者 らも昭和27年 か ら3 年間

に亘 つ て ， 甘藷成分 と栽培条件 との 関係 を統計的 に 見出す 目的の 試 験 で ， 甘藷数百点 を分析 し た が ， その 成績
4） 5）

の 中か ら， 水分含有量 と澱粉価との 関係 を拾い 出し て み る と，単 に 相関々 係が高い の み ならず ， 品種 の 別な く，

か な り
一

定 した 回帰直線 を 得 た ．こ の 回帰直線 は ，水分 を測定 し て 澱粉価を 推定す る 場合の 換算直線に な る もの

で ， こ れ が甘藷 の 品種等 に 左 右 され ず ，

一
定 の 値が 得 られ る こ とは 非常 に 好都合 で あ る．

　尚 ， 又最近赤外線 ラン プを 利用 し て ， 簡易迅速に水分測定 を行 う万法が 普及 して い る．後藤氏り は赤外 線 ラ ン

プ に よ つ て 甘藷 の 水分 を測 定 し て 澱 粉価 を 求め ，こ れ と水分 18％ に 換算し た 澱粉含有量 を結び つ け て い る．著者

らの 経験 で は ，乾物 量 との 相関 は ， 澱粉含有量 の 場合 は 澱粉価 の 場合 よ り梢 々 低い よ うで あ る．著者らは赤外線

に よ る乾燥 を ， サ ッ カ ーて 吸引 し乍 ら行 つ て み たが ， こ うす る と糊化 を防 ぎ， 焦げ る虞れ も少 く， 乾燥時間を短

縮す る利便 の あ る こ とを知 つ た ．本法 に よれ は乾燥 に 5 〜8 分 ， 秤量等前後 の 操作 を併せ て 15分前後 で 測定 を終

る．本報 告 が 原料甘 藷供 給 者，酒 造関 係者の 参考 に な れ ば 幸で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の 　部

　 r．
．
凵
．
藷 の 水分 と澱粉価 との 相関 々 係

　 1） 分　析　資　料

　昭和28年干葉県産甘藷，農林 1号 107点，沖繩 100号92点，その 他の 混合品種68点 （シ ロ セ ン ガ ン 24，オ キ マ サ

リ12
， 岐阜 1号 9

， 農林 5号 6
， 六 角 4 ，農林 2 号 3

， オ イ ラン 3
， 農林 10号 2

， 農林 8 号 1
， 太白 1

， 千系 5

号 1
， その 他 6）

　2） 分　析　方　法

　水分 ： 生甘藷 赴貫を細片とし， よく混合 して その うち500gを採取風乾す る．こ の 風乾物 に つ い て ， 常法 105
°
乾

燥 法 に より測定．

　澱粉価 ： 上 記 風 乾
一
日
’
藷を 粉砕 混和し，そ

の lg を採 り，100　cc の HsO
，
10　cc の 25％

HCI を加 え ， 重湯煎上に 2．5　hrs加熱分解

し HANES7 ）法で 全 糖分 を 測定，0．9を乗 じ

て 澱粉価 と し た．

　 s） 実　験　結　果

　水分 を横 軸 （x 軸） に ， 澱粉価 を 縦軸（y

軸） に とつ て 図表に 表 し た もの が第 1図及

び 第 2 図て ある．第 1図は 各品種毎 の 回帰

蘆線の み を表し た もの で ， 非常に よく
一
致
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第 1図　水分 と 澱粉価 との 相 関々 係 （各品趣 回帰直線 ）
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第 2 図　 水 分 と澱 粉 価 」 ¢ ・lll鬮 々係 （全 品 種 ）
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　 　 　 一 水 　 分 （％ ）一一一

［m］帰丁直線 　y 二t＝− 0．972x 十 92．697ゴニ 1．0853

．
十
一

80

し て い る，試み に 各回帰直線の 方向係数

の 差 te　t一検定に よ り調査 して み る と有意

性 の 差 は な い ，こ   に 混合品種とは ， 農

林 1 号 ， 沖縄 100 号を除い た シ 卩 セ ン ガ

ン 以下 の 68点 を便宜 上一ま とめ に し た も

の で ある，第 2 図は供試全点数 の 分析結

果 を
一

つ の 図表．上 に 表 し た もの で ， 回 帰

直線 は y ＝− 0．972x ＋ 92
，
69
’
7で あ る，こ

れ が廿藷水分 を測 定 し て 澱粉価 を求 め る

際 の 換算置線 とな る もの で あ る．相関 係

ev（　1’　＝　一一〇．945で 標準偏差 ay ¢
＝・1．0853で

あ る．従 つ て こ れ か ら計算す る と，水分

を測定 し澱粉価を図表 か ら求め る際の 誤

差 を 士 】．5 ％ まで 許容す
．
る とす

’
れ ば ， 全

試 験厠数 の 約 83％ が こ の 誤 差 内 に お さ ま

る．2crv
＝ 即 ち± 2．17％まで 許容すれ ば約

95％ が お さ ま る こ とに な る．

Il．乾物量 と 糖分，乾物量 と残 余成分 （乾 物 量 か ら澱 粉価 を差 し引 い た もの ） との 相関 々 係

　 1） 分析資料及 び分析万法

　 分析資料 は前項と同
一

物 を掲 い た．糖分

（水溶性全糖分）の 測定に は ， 風 乾甘藷粉

を蒸溜水で 浸出 し ， 浸出液 に つ い て 澱粉価

測定の 場合 と同様 に 処理測定 し た，

　2） 実　験　結　果

　乾物量 と糖分 との 相関 々 係 を第 3 及び 第

4 図 に 示 し た．第 3 図は 全品種 混 合の 相関

図 で ， 第 4 図は 各品種毎 の 回帰面線の み を

示 し た もの で あ る．乾物量 （％） か ら澱粉

価 （％） を 減 じ た もの を残余成分と仮称 し ，

これ と乾物量 との 相関 を示 した もの が 第 5
，

第 6 図で あ る．糖分，残 余成分 と もに 恒数

で は な く， 乾物量が増加するに 従つ て 増し

て い るが ， 糖分 の 方 が増し方が 大 きい．夂

著疎 らの 使 つ た 品種 で は，回 帰 直線 に 大 な

る相違が ない ，但し勿論品種毎 の 平均値

（算術平均 値） は相異 り， 糖分及 び 残 余成

分 は 夫 々 ， 農林 1号4 ．6B ％，5．44％ ，沖 縄

100号 4．03％，　5．27　
o
／S，　混合占占種 4．23e％，

5 ．22％ で あつ た．

　 齟．赤外線 ラ ン プ に よ る 甘藷水分 の 測定

　 1） 装　　　欝

　 赤 外 線 ｝こ よ る水分測定装置は 市販 の もの

が あ る の で ， こ れ を購 入 し て もよい が，杉

本氏 の 報告
3） を参照 して 同様 の 装體 を設 け

1
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分

（ 4
％
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第 3図　乾物 罷 と糖 分 との 相関 々 係 （全 品 種）
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第 4 図 　乾物鑑 と糖分 と の 相 閧 々 係 （各品種 回帰醐線）

18

釁・

§・

12

　

8

　

6

　

4

　
2

1
残

余

成

分

（

％
）

ー

砦Pt ，
−s　 9 … S」 ’x ＋？ Sss

20　　　　　　　　25　　　　　　　　30　　　　　　　　35

　　　
一 乾 　物 　量 　（％ ）

一

第 5 図　乾物 量 と 残余 成 分 との 相 関 図 （全 品 種）
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第 6 図 　乾 物 蠻 と残 余 成 分 と の 相関図 （各 rl「1樋 1ロ1帰 1广線 ）
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第 7 図　赤外線利用水分測定装置 （減 圧 ）
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た．即ち 250W の 赤外線 ラ ン プ を ブ リキ 製 の 円 筒 で 包 み ，そ の

下 に 硝子製時計皿 に資料約5gを塗布して 照射乾燥す る．夊赤外

線 は透 明 硝子 を通 過 す る の で ，第 7図の 如 き減圧乾燥装置 を考

…

び一
　／aSf 「「し 一→

：

一 　μ ．f』Ct「t − 一→1．

田

葬

　 養

　 蒸
　 ξ
　 T（

案 して み た．平板硝子 を吸引 し乍 ら熱す るの で ，取扱 は注 意 を要 す るが 乾燥体上 りは よ い．硝子面 ま で の 照射距

離 ig6cmとし ， 吸引 口 か ら温度計 を挿入 し て，水銀部 を中央 に保 つ て測定す る と ， 約 3皿 in後 に 器内温度は 120℃

に 達 し，硝子温度は 70℃ 位 に な る．

　2） 操　　　作

　径9cm の 時計皿 に約5g の 磨 り砕 い た 甘藷を塗布し秤量す る．こ の 際化学天秤 を使用す れ ば よ い が，簡易定量法

の 趣旨か らして ， 本実験 で は一ヒ皿 天秤 を用い た．後は照射乾燥秤量 すれ ば よ い ，

　3） 赤外線乾燥 法 と常 法 105℃ 乾燥 法 との 比 較

　水分含有量の 異な る
一
目藷 資料 7点 を とり，卸 し 金 で 磨 りお ろす．こ の 資料 に つ い て，赤外線 乾燥法 ，常法 io5℃

乾燥法を併用し ， 前者 で 3 回 ， 後者 で 2 圃宛測定を行 つ て得 た 結果が 第 1表 で あ る．

第 1表 　赤外 線乾燥 法 と常 法 105℃ 乾燥法 との 比 較

1i・5c 乾 燥 法 （％ ） 赤 外 線 乾 燥 法 （％）

＼ 、
＼

資 料 番号 ＼ 丶

　 　 1234567

第 1 回 目

65，3366

．9365

．2061

．5ア

69．5269

．057L95

第 2 閥 い
ろ 均

65．2266

．7865

．046t

．3769

．0669

．037L48

65．2866

．8565

．126i

．4769

．2969

．0471

．72

　 　 　 　 1
第 1 回 目 1第 2 回 目

　　　　 i
65．5067

，0064

，6060

．0069

．5069

．5071

．30

64．7067

，5065

，106LOO69

．0069

．0071

．30

第 3i可 E

64．4066

．5065

．30

68．5066

．207Loo

〜lz　 均

64．9767

，0065

。00

69．0068

．9071

．20

考 察

　甘藷 の 乾物量 と澱粉含有量又 は澱粉価 との 間 に 高 い 相関 々 係 が あ る こ とは前述 の 如 くで あ るが ， 両者 の 関係 に

つ い て は，研究者に よつ て 多少異 5 結果 を示 し て い る．中村氏は 乾物量
一

澱粉（％）＝・　8 とし，入 川氏 は乾物量一

澱粉価≡恒数 （K ） で K ＝6・06≒ 6 ，K は 品種 に よつ て 多少異 る と し た．繁村氏 は前出の 如 き凾数 を 提出 して 乾

物量
一

澱粉価 ＃，　K と した．著者ら も両 者の 差 は 恒数て はな く， 乾物量が増加す るに 従つ て 残余成分が 増 加 す る 結

果 を認 め た．又繁村氏 の 凾数 を水分 と澱 粉価 の 関係に 換算 し直 して （乾物量 と澱粉価 に つ い て 出して あ る）著者

らの もの と比較 し て み る と多少 の 差 異 り∫あ る．こ れ ら研 究者 に よ る 相異は分析法 の 異 る こ とに よつ て も起 る と思

われ る．例 え ば 澱粉価の 測定方法 に して も， 繁村氏 は酵素分解法を採用し ， 著者 らは酸分解法 て 行 つ た．赤外線
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

乾燥 法 の 分析精度 に つ い て は ， 特に 上 ［皿天杯 を使用す る際に は 士 0，5 ％ の 誤差は 止 む を得 ない ．

　本研究 は一酒造関係者か ら， 工 場管 理 の 必 要上 ， 入 荷甘藷 の 澱粉価 を簡易 に 知 る方法 が ない か ，特 に
一

車分

（約 300bl） の 代表f直が知 りた い とい う話があ っ て 始 め た もの で あ る．併し
一

車分 の 代表値とい うの は何と して も

無理 な注文 で ，小型磨砕機で もそなえ つ けて ， 出来 るた け多く分析資料 を教 きとり， 磨砕 して よ く混合し ， 澱粉
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価 を測 る よりf｛：方が な い で あ ろ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　旨

　 D 　廿藷 の 乾物量 （又 は水分） と澱粉価 との 聞に は 高 い 相関 々係 が ある こ とは ， 従来か ら認 め られ た 事実 で あ

るが ， 著者らは更に 両者の 間の 同 帰直線に，甘藷 の 品種 に よる差異が非常 に少 い こ とを 認め た．

　2） 水分 を測定 して 澱粉価 を推 定す る際 の 換 算直線 とし て y ＝− 0・972x ＋ 92・697 （y を澱 分価，
　 x を水分とす

る）を提出す る．

　3） 乾物量か ら澱粉価を差 し引 い た 残 余成分は 恒数 で は な く，乾物量 の 増 加 と と もに 増加 す る．併 し そ の 増加

率 は極 く僅で あ る．

　4） 赤外線 ラ ン プ 応用の 水分測定法 に 改良 を加 え ， 減圧下 で 操作す る と， 焦げ る虞れが少 く， 時間が短縮 され

る こ とを認 め た．

　5） 著者 らの 万法 に ．1：つ て ，Rough で は あ る が，15　 min 前後で 甘藷 の 澱粉価を知 る こ とが 出来 る．
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わ さ び の 利 用 に 関 す る 研 究 （第 5 報 ）

ペ レ オ キ シ ダ ー ぜ の 作用 に 及 ばす食 塩 の 影響

小 島 操　　（静 岡薬 科大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　前 va1） に 於 て ペ ル オ キ シ ダ ーゼ は 食 塩水を用 い て 抽出 し た 場合 に は ，水 を 用い た 場合 よ りも， そ の 作用力 が 大

に な る こ と を 認 め た ．こ の 事実 は森 田氏
2）に よれ は 溶 解 性 を 異に す る 2 種 の ペ ル オ キ シ ダーゼ が 同一組織中 に 存

在す る こ とを示す．夊 同氏
3） は大根の ペ ル オ キ シ ダー

ゼ の 酸性溶液 に 対す る食塩 の 阻 害 を認 め ， 之は Chlorideに

よる もの で ， こ の 効果は Hematin の 脱離 に よ る 不活性化 に 原因す る こ とを分光学 的 に 説明 して い る．

　わ さ び に つ い て，こ の よ うな 報告 は見 当 らな い ．わ さび を利用す る に 当 り， わ さび の
ク
あ くク

及び 苦味抜 きを

す るた め に，普通 塩 濱 を行 うの で ， 利用の 面 よ り観察して も， 食塩水 の 影響 を研究す る 必要があ る と考 え る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験　の 　部

　〔実験 1〕 抽 出食 塩水の 濃度

　わ さび根 よ りペ ル オ キ シ ダーゼ を抽出す る場合 ， 食塩水を種 々 の 濃度 に変 え た場合 ，
ペ ル オ キ シ ダーゼ の 作用

力が如何変化す るか を実 験 し た．

　試　　料……わ さ び根 （静 岡県伊豆 産） を洗滌 し ， 皮部 を剄い で ， 更 に 水洗 し霊温 乾燥 し た もの

　食塩濃度・一 ・1％ ， 3％，5 ％， 7％及 び 10％溶液

　酵 素 液
・…・・試料 を卸 し金 で す り卸 して，そ の IOgを上 皿 天杯 で 300cc容共栓 フ ラ ス コ 中 に 秤 り，各 種濃度の 食

塩 水 を夫 々 加 え て 200cc とな し ， 密栓 し，時 々 振 縄 し乍 ら室温 に
一

時間放置後濾過 し ， 之の 濾液を 〔A ）液 とし，

〔A 〕液 を更 に 70℃ に 10分 間加温 し ， 冷後濾過 し，濾液 を 〔B 〕液 とす る． 対照 とし て は蒸溜水 を用 い て 上 と同

様 の 方 法 で 調製 した 酵素液 を と る．酵素液 は 氷 室 に 貯 蔵 す 6 ．

　実験 方 法 ・・…前 報
i） と同様 に 近 藤 ・森田の 方法

a ） に 準じ て 行い ． 〔A 〕液 の 対照液の ペ ル ォ キ シ ダーゼ の 作用

力 を：100 ％ と して ， 之 に 対す る相対作用力 （％） を 以て 表 わ し た．即 ち反応液 として pH 　5．0の MCILVArNE 緩

衝液mcc
，
0・1％ グア ヤ コ

ー
ル 液 1cc ，0・08％ H202 液 lcc

， 蒸溜水 15ccを 50cc容共栓 マ イ ヤ ーフ ラ ス コ に 取 り，

予 め 37℃ に し て お き，之に 上 紀 酵素液 の 37℃ に 保 つ た もの を 1cc分注 して ，37℃ で 15分間反応 せ し め た後 ， 酵素

作用を停 Iltせ し め る た め に N12−HaSO4 を 2cc 力囗えて，　ENGELHALT 氏液の 驢稀釈液を標準液と して ， 生成す る
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